
























































































































































































































































































































































































































母  父 同性 異性
母親 — .454** .336** .209**
父親 .454** — .357** .308**
同性 .336** .357** — .401**
異性 209** .308** .401** —















































































































母 .235** .126 −.116 .139* .081 −.130 −.115
父 .194** .202** −.182** −.021 −.088 −.117 −.171*
親しい同性 .156* .274** −.135* −.039 −.079 −.215** −.050
親しい異性 .125 .170* −.151* −.248** −.091 −.111 −.110
自己受容 — .386** −.539** .026 −.232** −.230** −.153*
安定した内的モデル .386** — −.297** −.233** −.480** −.484** −.319**
不安定な内的モデル −.539** −.297** — .204** .414** .379** .438**
異性不安 .026 −.233** .204** — .466* .340** .279**
知らない人への不安 −.232** −.480** .414** .466** — .574** .499**
人への恐怖心 −.230** −.484** .379** .340** .574** — .461**
嫌いな人への緊張感 −.153* −.319** .438** .279** .499** .461** —
*p<.05　**p<.01
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た内的作業モデル」を高め，それを介して「自
己受容」を高めていた。さらに「父親への愛
着」は「不安定な内的作業モデル」を緩和し，
それを介して「自己受容」を高めていた。
 『対人不安』に関しては，「親しい同性への
愛着」が「安定した内的作業モデル」を高め，
それを介して『対人不安』を高めていた。また
「父親への愛着」が「不安定な内的作業モデル」
を緩和し，それを介して『対人不安』を低下さ
せていた。
 「異性不安」に関しては，「母親への愛着」
が「異性不安」を直接高めるのに対して，「親
しい異性への愛着」が「異性不安」を直接低下
させていた。さらに「親しい同性への愛着」が
「安定した内的作業モデル」を高めそれを介し
て「異性不安」を低下させ，また「父親への愛
着」は「不安定な内的作業モデル」を緩和しそ
れを介して「異性不安」を低下させていた。
以上，特に「不安定な内的作業モデル」が
「自己受容」を強く低下させていた。また，「安
定した内的作業モデル」は『対人不安』を低下
させ，「不安定な内的作業モデル」は『対人不
安』を高めており，これらの影響力は大きかっ
た。
以上の結果について，親しい人への愛着の影
響に焦点を当てると，次のようにまとめること
ができる。⑴「母親への愛着」の高さは，「自
己受容」と「異性不安」を直接高めていた。⑵
「父親への愛着」の高さは，「不安定な内的作業
モデル」を緩和し，それを介して「自己受容」
を高め『対人不安』や「異性不安」を低下させ
ていた。⑶「親しい同性への愛着」の高さは，
「安定した内的作業モデル」を高め，それを介
して「自己受容」を高め，「対人不安や」「異性
不安」を低下させていた。⑷「親しい異性への
愛着」は，「異性不安」を直接低下させていた。
説明率は「自己受容」36％，「対人不安」51％，
「異性不安」15％であった。
３．要因間の交互作用
共分散構造分析において，親しい人たちに対
する愛着と他の変数との間に有意なパスが得ら
れなかったものがある。要因間の交互作用が有
意な場合には必ずしもパスが有意にならない可
能性があることを考慮して，分散分析を行った。
その結果，次のような交互作用が認められた。
⑴　父母への愛着と内的作業モデル
 「不安定な内的作業モデル」を従属変数，
「母親への愛着」と「父親への愛着」を独立変
数として分散分析を行った。その際，それぞれ
の愛着得点について，中央値に基づいて愛着高
（H）群と低（L）群に分けた。その結果，交互作
用が有意（F（1,213）＝5.431，p<.05）であっ
たので，Bonferroni の方法によりその後の検定
を行った（石村，2006）。母親に対する愛着Ｈ
群では父親に対する愛着Ｈ群の方がＬ群より不
安定な内的作業モデル得点が低く，父親に対す
る愛着Ｈ群では母親に対する愛着Ｈ群の方がＬ
群より不安定な内的作業モデル得点が低かった。
つまり，母親に対する愛着と父親に対する愛着
が共に高い群（HH群）が，他の群より得点が
低いことが明らかとなった（図２）。
⑵　母親と異性に対する愛着と「自己受容」
 「自己受容」を従属変数，「母親への愛着」
（L・H）と「親しい異性への愛着」（L・H）を
独立変数として分散分析を行った。その結果，
交互作用が有意（F（1,213）＝5.626，p<.05）
であったので，その後の検定を行った。母親に
対する愛着Ｌ群では，親しい異性の友人に対す
る愛着Ｌ群の方がＨ群より自己受容得点が低く，
親しい異性の友人に対する愛着Ｌ群では，母親
に対する愛着Ｌ群の方がＨ群より自己受容得点
が低かった。つまり，母親に対する愛着と親し
い異性の友人に対する愛着が共に低い群（LL
群）は，他の群よりも自己受容得点が著しく低
いことが明らかとなった（図３）。
⑶　母親と異性に対する愛着と対人不安
 「人への恐怖心」を従属変数，「母親への愛
着」（L・H）と「親しい異性への愛着」（L・H）
を独立変数として分散分析を行った。交互作用
が有意（F（1,213）＝8.122，p<.01）であった
ので，その後の検定を行った。母親に対する愛
着Ｌ群では親しい異性の友人に対する愛着Ｌ群
の方がＨ群より人への恐怖心得点が高かった。
その反対に，母親に対する愛着Ｈ群では親しい
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異性の友人に対する愛着Ｈ群の方がＬ群より人
への恐怖心得点が高い傾向があった。さらに，
親しい異性の友人に対する愛着Ｌ群では母親に
対する愛着Ｌ群の方がＨ群より人への恐怖心得
点が高かった。つまり，異性の友人に対する愛
着が低い場合，母親の対する愛着も低い群
（LL群）は「人への恐怖心」得点が高く，母
親に対する愛着が高い群（HL群）は「人への
恐怖心」得点が低いことを示していた（図４）。
考　察
本研究は，周囲の親しい人との愛着関係が対
人不安にどのような影響を与えるか，そこには
どのような要因が媒介するかを明らかにするこ
とを目的とした。
１．愛着関係と内的作業モデル
共分散構造分析の結果，愛着関係が内的作業
モデルに与える影響は，①「親しい同性への愛
着」が高いほど「安定した内的作業モデル」得
点を高めるという結果であった。このような安
定した内的作業モデルへの影響は，母親や父親
それに異性の友人に対する愛着関係にはみられ
なかった。このような結果から，愛着の対象と
しての同性の友人の存在が，対人関係における
安定した内定作業モデルに影響を与えているこ
とが明らかとなった。
また，②「父親への愛着」の高さは「不安定
な内的作業モデル」を緩和していた。つまり，
父親への愛着の高さが不安定な内的作業モデル
の形成を緩和するということが示唆された。さ
らに，分散分析の結果，母親に対する愛着と父
親に対する愛着が共に高い群が，他の群より不
安定な内的作業モデル得点が著しく低かった。
母親だけでなく父親に対する愛着が高い場合は，
安定した内的モデルを高めるというよりは，不
安定な内的作業モデルを緩和させるということ
に強く影響していることが注目される。
愛着理論では，愛着や内的作業モデルの形成
にとって，乳幼児期の家族，特に母親との愛着
関係が重要だと指摘されてきた（久保田，
1995；数井・遠藤，2005）。しかし，本研究の
結果では，青年期の内的作業モデルに影響を与
える愛着対象は，母親だけではなく主として父
親や同性の友人だということが示唆された。
２．愛着関係と自己受容
共分散構造分析の結果，③「母親への愛着」
が「自己受容」を高めるという直接の影響が
あった。このように母親との愛着関係が良好で
あると自己受容の高まりが見られるのは，従来
の研究結果（丹羽，2005）と一致している。
また，④「親しい同性への愛着」が「安定し
た内的作業モデル」を高めることを介して，さ
図２　父母への愛着と「不安定な内的作業モデル」
図３　母親と異性への愛着と「自己受容」
図４　母親と異性への愛着と「人への恐怖心」
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 「異性不安」に関しては，⑨親しい「異性へ
の愛着」が「異性不安」を直接低下させていた。
また，⑩親しい「同性への愛着」が「安定した
内的作業モデル」を高め，「父親への愛着」が
「不安定な内的作業モデル」を緩和し，それら
を介していずれも「異性不安」を低下させてい
た。つまり，安定した愛着関係は，異性の友人
の場合は直接的に，父親の場合は間接的に異性
不安を緩和する機能があることが示唆された。
それに対して，⑪「母親に対する愛着」が，
内的作業モデルを介さずに直接「異性不安」を
高めていた。仮説とは反対の結果であった。鍋
田（2004）は，対人恐怖症者は幼児期の母親と
の関係性について，庇護されたり特別扱いを受
けたりして過剰気味に快い状態におかれ，母子
関係の中で本人の自己愛が満たされ母子の融合
した状況が続いていると指摘している。そして，
本人の意識として「あまりに母親との関係が深
すぎた」や「共感しすぎてくれた」などの内容
が語られている。本研究での「愛着関係」の内
容は，母親を心の安全基地や安全な避難所とし，
心の支えとする程度を指しているが，項目内容
が示すように，あまりに得点が高い場合は母親
との密着傾向が強いことを示すようにみえる。
このような母親との密着した関係のなかでは，
他者と深い関係を築く必要がなく，特に異性と
の関係を築くことが困難な状況が生まれるのか
もしれない。母親へのあまりに強い愛着は果た
して青年期の女子にとって望ましいことかどう
か，今後検討すべき課題である。
他方，分散分析の結果，母親と異性の友人に
対する愛着が共に低い場合は，著しく「人への
恐怖心」が高いという結果であった。しかし，
異性への愛着関係が低い場合でも母親との愛着
関係が高い場合は，人への恐怖心は低かった。
このように，異性の友人がいない場合でも，母
親との愛着関係があれば「人への恐怖心」が緩
和されるようだ。しかし，その母親との愛着関
係さえもない場合は「人への恐怖心」を形成す
るのではないかと考えられる。
すでにみてきたように，「人への恐怖心」と
は反対に，母親と異性の友人に対する愛着が共
らに「父親への愛着」が「不安定な内的作業モ
デル」を緩和することを介して，いずれも「自
己受容」を高めるという影響があった。つまり
父親や同性の友人への愛着は内的作業モデルを
介して，自己受容を高めるということが明らか
となった。このような間接的な関連は母親への
愛着に関してはみられず，むしろ愛着関係から
自己受容への直接的な影響は，母親にのみ認め
られた。
分散分析の結果では，⑤母親と親しい異性の
友人に対する愛着が共に低い場合に，著しく
「自己受容」得点が低かった。同性の母親だけ
でなく異性の友人との愛着関係が希薄だという
ことが自己受容を低下させてしまうとみられる。
したがって，母親あるいは異性の友人のどちら
かの愛着関係が形成されていれば，自己受容の
著しい低下が防げるということが示唆された。
３．愛着関係と不安
⑥親しい人への愛着から『対人不安』への直
接のパスはなく，「親しい同性への愛着」が
「安定した内的作業モデル」を高め，それを介
して，『対人不安』を低下させていた。また⑦ 
「父親への愛着」が「不安定な内的作業モデル」
を緩和し，それを介して『対人不安』を低下さ
せるという影響があった。この結果においては，
『対人不安』に対して母親からの直接的，間接
的影響はいずれもなかった。
しかし，分散分析の結果，⑧「親しい異性へ
の愛着」が低い場合に，「母親に対する愛着」
が低い群は「人への恐怖心」が著しく高く，母
親に対する愛着が高い群は「人への恐怖心」が
著しく低いことが明らかとなった。「人への恐
怖心」の内容は，「誰かに話しかけられるのが
こわい」など人に対する比較的強い不安を示し
ている。母親と異性の友人がいずれも心の安全
基地となっていない人は，このような「人への
恐怖心」が高いことを示唆する。その反対に，
異性の友人への愛着が低く母親との愛着関係が
高い場合は，「人への恐怖心」が極めて低いこ
とが示された。母親との閉じられた愛着関係の
中で，対人不安から守られ一応安定している可
能性がある。
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すでに述べたように，他者との関係や他者から
見られる自分について肯定的なイメージを持っ
ているために人と関わることについての不安が
少ないと考えられる。その反対に，内的作業モ
デルが不安定な場合，自分は本当は人から好か
れていないのではないかなど自己に対する不安
を抱えているために，人に対する不安が強いの
だと考えられる。しかし，「異性不安」に関し
ては，パス係数をみると，いずれの内的作業モ
デルからの影響も有意ではあるが，それほど強
いものではなかった。異性不安は人一般への不
安の中で特別な特性だと考えられる。
以上，女子大学生について，父親に対する愛
着は不安定な内的作業モデルを緩和し，親しい
同性の友人に対する愛着は安定した内的作業モ
デルを高め，それらを介して自己受容を高める
と共に対人不安を低下させるといえる。このよ
うな父親や親しい同性の友人に関する結果は仮
説を支持していた。ただし，異性に対する愛着
は，仮説とは異なって，内的作業モデルを介さ
ずに直接「異性不安」を低下させていた。
５．今後の課題
本研究では，対人不安に焦点を当てたので，
安定した内的作業モデルと不安定な内的作業モ
デルのみを扱い，回避的な内的作業モデルにつ
いては扱わなかった。しかし，親しい人との愛
着関係が回避的な内的作業モデルに対してどの
ような影響を与えるか，さらにそれが対人不安
に対してどのような影響を与えるかは重要な
テーマであり，今後の課題として残った。
また，本研究では女子大学生に限定して質問
紙調査を実施したが，男子大学生を対象にした
研究も必要である。それらの結果を比較するこ
とによって，女子大学生や男子大学生のそれぞ
れの特徴が明らかになるだろう。さらに，研究
対象の年齢を変化させ，あるいは追跡的な研究
を積み重ねることによって，この問題を発達的
に研究する必要があるだろう。それと共に，各
尺度の妥当性の検討も残された課題である。
に低い場合，「自己受容」が非常に低かった。
ここでは，人への恐怖心と自己受容とは対照的
であり，両者の間には負の相関がみられた。し
たがって，母親への愛着の低さは，異性への愛
着の低さと共に，自己受容を低下させ，人への
恐怖心を高めるようだ。しかしそれとは逆に，
母親への愛着の高さは異性への不安を高めると
いう二面性を示しているようにみえる。この点
は，山本（1988：1989）の指摘するような，自
己の二面性（一体性と分離性）とかかわってい
る可能性がある。三雲・太田（2006）は，女子
学生の２年生頃は一体性（人間関係の中で自己
を規定していくあり方）の比重が，分離性（人
間関係から分離し他者から隔たるあり方）の比
重へと移行する転換期だと指摘している。母親
との関係の中で自己を規定しつつ，そこから分
離することへの不安が異性不安に表れているか
もしれない。
４．内的作業モデルと自己受容・対人不安
⑫「安定した内的作業モデル」が「自己受
容」を高め，「不安定な内的作業モデル」が
「自己受容」を強く低下させていた。そこでは
不安定な内的作業モデルが「自己受容」を低下
させる影響力の方が大きかった。母親への愛着
は自己受容に対して直接的な影響を与えたが，
父親への愛着や同性の友人への愛着は，内的作
業モデルを介して自己受容に影響しており，そ
の内的作業モデルの影響の方が大きく，仮説と
一致しない結果であった。
従来の研究では，自尊心が高ければ対人不安
は低いとされている（落合，2009）。そこで，
自尊心と相関の高い自己受容は，対人不安等と
は負の相関が予想された。自己受容は，異性不
安との間に相関はないが，それ以外の対人不安
との間には低いが負の相関がみられた。した
がって，自己受容の高い者ほど対人不安が低い
ということを示唆していた。しかし，自己受容
から対人不安へのパスは有意ではなかった。
⑬「安定した内的作業モデル」は，『対人不
安』を低下させ，それとは対照的に，「不安定
な内的作業モデル」は『対人不安』を強く高め
ていた。内的作業モデルが安定している場合は，
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